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■オ

州
予
く
年
ニ
ー
す
て

ィ/  1

生
萱
村
　
　
　
い
き
が
や
む
ら

枝
郷
に
石
原
村
、
長
坂
村
、
大

一は
綿
布
に
し
て
、
些
の
毛
布
金
巾

門
村
、
宮
崎
村
が
あ
る
。
生
萱
村

等
を
雑
用
す
る
も
の
は
其
価
廉
に

の
名
は
元
和
四
年

（
一
六

一
人
）

し
て
、
色
の
美
な
る
を
以
て
な
り
」

の
文
書
に
見
え
る
。
明
治
三
二
年

一と
興
味
あ
る
記
述
を
し
て
い
る
。

四
月

一
日
雨
宮
村
及
び
土
口
村
と

一　
正
保

・
元
禄

・
天
保
郷
帳

・
明

合
併
し
て
雨
宮
県
村
と
な
り
、
昭

一治
四
年
調
を
通
じ
て
四
三
二

・
四

和
三
〇
年
四
月

一
日
屋
代
町
及
び

一八
五
石
、
他
に
明
治
諏
訪
社

一
石
、

森
村
と
合
併
し
て
埴
科
屋
代
町
と

一明
治

一
一
年
調

一
一
七
戸
五
六
二

な
る
が
、
同
年
六
月

一
日
名
称
を

人
で
あ
る
。

改
め
屋
代
町
と
な
る
。
同
三
四
年

　

絵
地
図
の
東

・
北
は
倉
科
村
、

六
月

一
日
埴
生
町
、
稲
荷
山
町
及

清
野
村
、
西
条
村
、
土
□
村
、
南

び
人
幡
村
と
合
併
し
て
更
埴
市
と
　
は
倉
科
村
、
西
は
森
村
、
雨
ノ
宮

な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・村
で
生
仁
川
中
央
で
境
す
。
元
標

寺なは肝群鍛御舛畷蹴だ准婢
一〔牌は剛ｒ
つ蓮峰辞勒隷ぼ囃畔

鰐
人
（明重
一≡
虜
つ一籍
螺
箋
騨
鋼
徒

長
野
県
町
村
誌
は
風
俗
の
項
で

「本
村
山
裾
の
沢
中
に
僻
在
し
て

市
場
に
遠
し
。
故
に
世
の
風
化
の

後
れ
、
流
行
に
感
化
す
る
事
遅
し
、

新
暦
は
公
用
文
書
に
止
り
、
歳
首

よ
り
以
下
諸
事
旧
慣
に
依
て
改
る

事
少
し
。
男
子
の
老
者
は
暑
髪
に

し
て
壮
少
輩
断
髪
す
る
も
、
洋
服

革
靴
着
す
る
者
有
る
を
見
ず
。
女

子
の
首
髪
衣
容
皆
普
通
旧
の
如
に

し
て
、
改
む
る
者
有
る
を
見
ず
、

嫁
姜
の
礼
服
は
絹
畠
博
帯
、
褻
衣

た
。
字
石
原
の
村
社
諏
訪
社
も
同

一
じ
く
上
生
萱
神
社
と
改
称
し
た
。

一字
生
萱
に
観
音
寺
が
あ
る
。

明
治
一
人
年
図
・
縦
２８
ｏ柔
横
３９
。日。

一
長
野
県
町
村
絵
地
図
大
鑑

一　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

一

ふるさとづくりのホットライン
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●

‥
ｉ
Ｖ
》
”
事
り

，
■

ｏ
■
■
年

葺
鶴
難
“

■
 ち

ゞ
孝
０
「

（蜘
事
つ
干
）
■
干
９

・

）
当
菖
針
）
「
彰

一　
ｏγ
ｑ
準
７

・

Ｐ
狗
７

「ａ
ヾ
Ｑ
準
繁
繁

（暫
）

・

摯
馴
￥
」
「
撃
彩
⑦
熙
⑦
ツ

多ヽ

準
ｆ
７
）
影
ゞ
建
）
章
⑦
更
⑦
彰

一

〓

準ヽ
熙
⑦
彰

一
６
Ｔ
コ
陥
曇

ｏγ
η
準
６
９
ゞ
更
７
Ｑ
熙

・

「
α
鮮
コ
訓
⑦
里
単
９
ヾ
馴
⑦
軍

畔
ユ
ｑ
影
士
〕
制
熙
割
コ
⑦
彰
〓

ヨヽ
７
ａ
２
γ
手
率
０
以
嘗
マ
勤

．

轟
静
コ
「
ヨ
γ
田
聯
習
⑦
■
陰
　
．

０準

準
７
９
８
７
２
聯
聘
ａ
早
⑦
γ
コ

一
彰
￥
マ
ツ
Ｔ
「
Ｐ
孝
喜
ヨ

毅ヽ
回

・
９
ａ
以
ν
ヾ
曇
コ
Ｒ
卑
曇
早
「
図

・

一
碑
票
干

軍ヽ
型

口ヽ
Ｔ
γ
ｃ
評
絆

一

一州
二
型
副
９
ａ
２
γ
■
ゞ
署
瑶

（■
翠
軍
型
）
寧
　
畜
三

自
菖
彗
準
７
■
茅

。７
■
準
゛
Ｐ

Ｆ
‘
マ
ゞ
輌
９
「
味
Ｖ
園
力

一

。準
準
早
評
γ
Ｏ
以
手

９
９
リ
ュ
■
―
靴
繁
尋
幸
多
Ｆ
７

準
劉
Ｆ
⑦
壽
昇
⑦
智
図
「
砂
薔

ｏ準
■
６

繁
ユ
ｎ
凝
骨
￥

ηヽ
ョ
摯
７
⑦
ヽ

９
和
認
γ
ａ
ュ
コ
繁
η
率
コ
駅
下

ヽ
半
章
２
●
蒋
♀
腫
よ
⑦
７
■
采

♀
ｙ
γ
ｕ
ュ
η
需
譲
そ
晋
図
醇
Ｖ

普ヽ
図
寺
郵
下
「
軍
寺
％
率
士

ｏ準
撃
コ
Ｔ
ｑ
申
躍
判

■
ユ
ｑ
〓
η
祥
コ
ロ
章
マ
ｃ
）
孝

彼
畔
６
■

ｏ準
ｆ
ａ
Ｆ
熙
尋
艶
＞

卑
７
多
筆
ゞ
ｑ
筆
働
き
⑦
章
７
■

■
η
凝
回
擢
⑦
》
目
「
ュ
寺

一

ｏ準
翠
輌
繁
ュ
ｑ
７
●

ｏ準
準
‘
専
７
７
コ

・
ク
準
ａ
尉
繁
尋
γ
繁
⑦
響
暑
⑦
智

一
図
０
中
０
「
そ
γ
マ
吾
０
革

「ヽ

一潮
⑦
業
劫
墓
燿

６ヽ
繁
以
ｃ
卑
７

一＝
彰
⑦
▼
科
尊
ゞ
マ
コ
‘
影
ゞ
笞

一■
ビ
碑
コ
醇
易
彗
畔
０
ィ
墓
准

ラ
ロ
「
６
卑
影
目
ゞ
準
準
●
留
瑠

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ準
準
哺
影

？
ヾ
Ｃ
ワ
留
コ
製
立
Ｆ
⑦
壽
晶
智
　
そ
ｙ
軍
科
絆
当
「
γ
碑

マヽ
Ｃ
⑦

図

マヽ
）
゛
ψ
コ
ュ
⑦
γ
早
２
●

一
Ｗ
Ｙ

軍ヽ
諷
昇
軍
コ
卑

ｕヽ
影
ゞ

諏
ｃ
ｕ
γ
認
諺
／
″
ｙ
⑦
〉
効
国

・単
「
睾
申
⑦
●
科
尊
⑦
ｑ
）
国

コヽ
影
褒
口

年ヽ

一
＞
２
７
●
以

一　
　
　
　
　
ｏ準
率
嘗
α
影
ゞ
馴
轟

以
下
‘
翠
コ
百
↓
営
諺
「
暉
晏
製
　
⑦
里
静
墓
准
，
Ｔ
「
単

砂ヽ
⑦
ッ

母

茉ヽ
章
勤
轟

章ヽ
影
⑦
Ｍ
図
　
．　

６ヽ
Ｙ
コ
業
劫
９
サ
認
阜
回
ｏ
墓

。準
率
６
９
２
０
■
９

一燿
ｑ
ヾ
壽
昇
⑦
昇
摯
碑
以
ａ
７
刷

準
￥
尋
鼻
躍
９
７
量
数
７
梨
町
Ｆ

一
薔
嶼
⑦
墓
燿
批
判
鯛
９
ヾ
ν
コ

９
卑
￥
畔
⑦
辞
韓
郷
博
動
コ
章
７

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ７

■
準
♀
２
γ
゛
以
ュ
♀
Γ
熙
章
導

一
ｑ
準
■
ａ
酬
繁
尋
響
７
）
⑦
昇

＞ヽ
専
ヽ
導
章
ヽ
量
Ｙ
７
♀
￥
　
．
遡
剛
普
図
リ
コ
コ
園
塑

碧ヽ
暑
⑦

。準
ユ
彰
γ
９
コ
Ｔ
■
申

一冨
拳
睾
躊

晋ヽ
畔
利
「
百
諺

γヽ

躍
潤
６
Ｔ
，
￥
尋
γ
解
Ｆ
マ
鰯
醜

．
マ
梁
静
田
留

⑦
百
垂
茉
警
よ
普

Ｆ
⑦
々
場
普
珊
国
製
彫

コヽ
鬱
百

．
図
醜
聯
利
「
普
し

ュヽ
⑦
準
卒
６

諺
図

９ヽ
Ｑ
「
饗
晶
⑦
笞
図

園ヽ

一
留
ユ
米
章
⑦
６
ヾ
ゴ
ル
〓

。γ
η

力

一
⑦
ユ
準
日
К
ビ
８
⑦
ｒ
　
　
ｉ
ｐ
Ｔ
％
不
そ

「し
黎
解
単
祥
績

例
　
謝
辞

′』
詢
卿
コ
升
暮
　
一鰐
響
鼎
錮
再
勢
計
一
讐
輌
〕
“
一

・
申
゛
醐
繁
＞
η
ワ
Ｔ

シヽ
‘
Ｒ

ｏ準

一　
　
　
。準
ュ
単
夏
書
辞
７
η
■
６

準
コ
Ｔ
η
申
ａ
醐
繁
＞
η
ワ
イ
ン

Ｇ
Ｒ

ｏ準
ｆ
ａ
留
７
●
７
■
マ
寧

γ
そ
栄
章
半
霧
ユ
ヾ
マ
γ
専
９
ヾ

孝
♀
２
７
●
そ
γ
躊
Ｆ
⑦
嶽
暑

ヾ
０
■
齢
尋
普
図
軍
力
％
筆
士

彰
夏
　
書
辟
　
普
図

２
ｃ
７
聟
コ
■
馨
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勁

￥ヽ
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票
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睾
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田
留

製ヽ
コ
干

撃ヽ

習
じ
書
畔
　
創

ゾ
Ｖ
⑦
Ｍ
図
■

科
導
冨
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軍
半

日ヽ
ｏ
Ｏ
Ｚ
爾
量

中
）

日ヽ
０
０
フ
Ｙ
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●
料
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割
９‐

黎ヽ
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割ヽ
Ｈ
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制
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∝
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ＯＩ
　
影ヽ
∝

判
６

》ヽ
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割
８
　
豚
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蟄
Ｔ
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ヾ
訓
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日
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よ
董
力
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警
萩
昇
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陛
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Ｔ
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型
曇
「
填
章
コ
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昇
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陛
徴
７
６

影
そ
影
ヨ
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俳
日

こヽ
董
ガ
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畔

■
ｏ
２
聖
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潤
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￥
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７
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０
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Ｈ
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⑦
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０
「
ビ
陪
⑦

妻
啄
゛
冨
キ
剛
要
「
Ｔ

以ヽ
Ｑ
馴

「
率
董
⑦
昇
日
賠
「
中
日

■ヽ
７

）
⑦
′

讚ヽ
コ
／
Ｖ
拳
影
ワ
準
熙

熙
尋
図
夏
干

９ヽ
７
，
準
影
ヨ
＞

Ｔ
素
蜂
縁
重
曇
●
７
６
利
ユ
卑

葉

筆
一撃
む
，

辞
一鬱
ヨ
轟
葺

率

曇̈
饉
苺
２̈
一者
】
一誹
一律
一 ，
壼
幣
¨

ｏヾ

Ｇ
Ｔ
η
以

】
７
コ
ユ
⑫
９
゛
以
ｃ
鼻
暫
尋
碑

⑦
ｒ
７
７
０
●
マ
膨
￥
￥
７
９
撃

ユ
割
￥
以
０
マ
コ
ー
⑦
百
国
ゞ
導

田
勇
ギ
騨
⑦
Ｇ
〓
７
多
菫
針
）
「

軍

ユヽ
■
夕

多ヽ
菫
封
回
丁

「
■
⑦
百
⑦
ｒ
γ

ｃ
マ
よ
コ

￥
￥
コ
砂
彪
￥
￥
以
Ｏ
Ｃ
０７

ｑ
撃
７
，
早
コ
慟
利
多
菫

針
□
丁
嘗
ｑ
早
「
十
慟
畔
■

団
コ
多
菖
針
）

。準
２
１
Ｔ

７
和
９
ツ
ｑ
）
７
■
９
ｏ
以
ａ
コ

一

車
里
妙
７
９
暫
ｑ
）
摯
「
７
窪
車

一

妙

ｏ準
羊
゛
ユ
●
曇
７

「
（Ｃ
Ｔ
・

α
γ
マ
ツ
ゞ
準
９
＞
）
）
調
叩
裂

一

車
け
」

ン
腱
ヽ
畜
菖
針
準
以
中
⑫
一

夕

ｏ７
■
率
η
普
撃
７
Ψ
‘
ｕ
７

ズ
η
Ｃ
Ｆ
ａ
γ
マ
と
手
剰
叩
」
ン
靡

尋
爵
早
⑦
青
￥
⑦
ツ
コ
⑦
碑
鬱
ゞ

「
（●
γ
γ
＞
‘
ヽ
ゞ
）
士
星
干

一

撃
」
昇
秦
⑦
黎
軍
螺
輩
コ
騨
場
り

・

判
亘
■
‘
）
「
士
窒
印
￥
￥
⑦
準

一

利
多
菖
針
準

。）
Ｃ
Ｆ
ａ
２
●
孝

「
ユ
⑦
γ
ａ
ュ
０
多
↓
ｃ
ユ
章
‘

“
マ
肇
早
⑦
警
￥
利
多
菖
針
⑦
□

Ｔ
７
）
ｑ
ヾ
章
Ｃ
ｕ
マ
多
￥
コ
多

富
針
国
平
‘
マ
よ
多
暫
利
多
菖
碁

準
ｑ
Ｃ
Ｐ
孝
習
髪
旧

。準
以
６
２

７
■
騨
諄
マ
早
回
ク
ツ
「

（■
９

）
）
￥
韓
よ
コ

一
⑫

「
（摯
理
）
γ

韓
」
「
ψ
単
η
蒙
Ｏ

ｏ準
準
６
９

ゞ
■
蝶
単
η
書
５
７
ｃ
理
ユ
ｑ
２

斡
》
そ
ψ
⑦
ｒ

「ヽ
「
罰
暑

。準

準
哺
ユ
嘗
Ｃ
ａ
マ
ン

「
（７
ｒ
）

⑦
嗽
Ｑ
手
゛
留
）
ψ
革
η
事
０
」

以
￥
準
⑦
↓
軍
旦
Ｉ
軍
「
Ｔ
⑦

畜
墓
針
国
丁
７
，
Ｔ
「
曇
早

ｏ）

Ｃ
Ｔ
ａ
２
⑦
７

ｃ
認
熙
Ｃ
●
６

８
コ
熙
γ
ｕ
ユ
０
ゞ
↓
ｃ
コ
者
菖

針
日
丁
マ
多
菖
針
拳
コ
Ｔ
削
コ
⑦

Ｇ

一
‘
ヽ

。準
率
ν
α
留
マ
⑦
ヽ

７
和
撃
そ
》
以
γ
■
コ
２
日
■
Ｔ

ゞ
裂
Ｙ
⑦
ヨ

一　

きヽ
湯
去
⑦
肇
回

７ヽ
９
早
以
■
７
熙
乎
⑦
ツ

６ヽ

γ
留
コ
９
準
肇
彰
尋
多
菖
針

「ヽ

熙
７
●
以

ｃ
）
■
０
「
可
干
７

多
菖
針
）

。準
準
ａ
ユ
嘗
９
“
７

７
γ
Ｊ
‘
黎
コ
コ
干
コ
楊

ヨヽ
７

■
翠
゛
よ
年
■
コ
冒
／
日
⑦
□
Ｔ

利
導

一
⑦
裂
国
⑦
ｒ

ｏ準
準
】
ユ

用
７
，
９
よ
瑠
⑦

「
（７
コ
）
⑦

Ｇ
７
繁
゛
コ
７
）
ψ
筆
旦
Ｉ
到
」

票
国
罰
惟
「
Ｔ
⑦
者
富
針
挙
ユ

η
マ
聖
⑦
昇
百
「
ユ
コ
■
撃
■
韓

拗
軍
型

。準
翠
゛
留
マ
¨
７
）
ユ

γ
象
コ
￥
尋
躍
Ｇ
“
マ
肇
回
壺
博

多ヽ
準
■
●
Ｆ
Ｆ
マ
Ｐ
■
晋
早
⑦

ヨ
髯
ゾ
聘
翠

Ｔヽ
当
⑦
博
勁

早ヽ

国
猛
博
慟
留
鍵
擢
卿
昇
撃
撃
⑦
ツ

ｏ７
η
翠
γ
マ
撃
７
貧
〉
膨
⑦
￥
）

軍
⑦
Ｙ
コ
当
噸
⑦
ツ

露ヽ
ヾ
繁
ゞ

当
口

ユヽ
●
ユ
γ
■
「
留

／
日
⑦
口
平
「
昇
撃
聯
⑦

ｒ

７ヽ
，
Ｔ
コ
曇
早

。ヾ

Ｃ

Ｔ
ａ
以
●
孝
和
以
身

孝
摯
⑦
多
菫
針
拳
ゞ
啄
Ｙ

７
η
撃
聯
孝
百
⑦
健
勁
７

■
７
，
中
７
膨
￥
￥
⑦
コ

ｏ準
撃
哺
ユ
０
第
３
孝
（叩
撃
￥
）

叩
￥
￥
「
叩
９
９
⑦
者
菖
針
準
ユ

ａ
ツ

ｏ準
準
ｏ
●
マ
畜
￥
￥
利
爵

早
⑦
ユ
叩
印
聯
ｙ

ｏツ
η
よ
尋
韓

￥
￥
コ
撃
ワ
嘗
マ
型
ｅ
Ｓ
碑
韓
軍

￥
⑦
》

舜ヽ
韓
￥
￥
早
⑦
国
Ｔ

ｏ準
率
ａ
ユ
ｃ
筆
ゞ
里
７
７

●
ｃ
⑦
撃
彩
⑦
￥
￥
■
２
↓

。７

ａ
２
堕
７
ｃ
認
０
中
⑦
燿
惟
勁
ワ

７
ｑ
ｕ
マ

「⊆
Ｆ
専
鉢
鉢

（半
剖

響
）
膨
￥
￥
」
「
幸

票ヽ
下

軍ヽ

里

日ヽ
丁

蓋ヽ
暑
「
物
曇
Ｃ
ｕ
マ

ズ
Ｃ
Ｔ
η
Ｇ
Ｔ
）
０
）
徘
彩
唯
」
７

７
マ
普
聾
コ
畔
■
＋

。準
采
゛
留

マ
ｕ
γ
）
ユ
ａ
幸
騨
ｑ
ヾ
章
９
ｕ

ユ
費
ヾ
曇
「
Ｐ
■
曇
早

ｏＣ
Ｔ
ａ

よ
⑦
７
●
ユ
γ
珊
「
ｒ
３
２
撃
「

昇
率
穀
⑦
多
菖
針
）
「

一
彰

ニヽ

翠

ｏ準
準
ｕ
留
７
●
７
）
ユ
γ
昇

ユ
●
０
「
百
⑦
ｒ
７
畜
菖
針
拳

ｏ）
Ｇ
Ｔ
■
こ
⑦
７

ａ
摯
孝
ゞ
熙
孝
‘
Ｔ
⑦
ツ
碑
叫

。７
■
準
慟
留
ゞ
更
，
多

卑
０
「
率
菖
針
国
Ｔ

Ｔヽ
普
蔓
７

多
菫
針
）
「
彰

一
‘
ヽ

マヽ
熙
９

書角9♀609



・６
●
７
７
７
熙
コ
中

⑦
劇
⑦
ン
マ
ｃ
２
以
●
し
某
そ
梨

畢
彰
￥

准ヽ

一
黎
半
「
７
ｒ
９
準

７
褒
繁
「
ａ
ヾ
コ
マ
響
Ｆ
⑦
ヾ
叫

ヽ
⑦
γ
７
９
￥
以
６
単
↓
ユ
ニ
腎

邪

丁ヽ
⑦
ｅ
燿
暑
ｑ
↓
暫
尋
ン
コ

Ｙ
Ξ
マ
ン
７
コ
７
彰
￥
コ
ν
ｒ

ｏ７
η
需
●
呈
７
７

ｃ
マ
ゞ
コ
早
繁
⑦
７

「難
＞
２
以

７
褒
コ
晰
ヨ
７
η
ｑ
⑦
ｒ
」
以
気

不
コ
聯
重
ゞ
嶽
肇
畢
彰
￥

＞ヽ
η

７
６
誓
馨
ユ
０
ご
日
以
ｃ
剛
ヾ
割

り

。７
ｃ
準
η
ユ
γ
７
１
訓
７
７

６
７
Ｃ
コ
Ｙ
〓

９ヽ
ヾ
潤
蒸
￥
７

●
ｃ
ａ
研
ユ
準
腎
刑
ユ
露
驚
賃
ヾ

士
ヨ

嘗ヽ
調
ｑ
ヾ
静
歌

ｏ７
■
率

７
７
摯
尋
瑠
６
Ｙ
コ
藁
働
９
９
７

マヽ
「
９
７
準
撃
尋
露
肇
利
Ｙ
〓

＞ヽ
導
ヽ
彰
準
７
製
孝
副
形

ニヽ

早
よ
■
７
ミ
９
Ｙ
コ
摯
ュ
７
６

マ

＞ヽ
喜
以
７
陥

ン
じ

中ヽ
ヨ

。７
■
準
ｑ
下
用
ユ
■
騨
目

そ
Ｗ
ヨ
●
肇
以
■
０
縁
γ
利
Ｙ
〓

７
幸
ｏ
ユ
ｃ
留
ψ

工ヽ
ｑ
ヾ
璽
ヽ

コ
真
測
⑦
叫
「
Ｙ
７
コ
ラ

ｏ７
η

翠
６
孝
コ
マ
ミ
９
ロ
コ
粟
コ
晰
ヨ

ユ
０
￥
尋
Ｙ
Ｔ
コ
Ｙ
〓
７
η
町
乎

●ヽ
羊
■
以
和
リ
コ
ギ
ヨ
驀
ゞ
ワ

ｒ
７

ｏ９
●
以
繁
賃
γ
ヨ
ｕ
星
７

γ
η
彪
叫
コ
イ
コ
吾
ユ
●
Ｃ
叩
「

￥
訴
￥
Ｙ
〓
⑦
田
勁
撃
＋
〓
董
軍

国ヽ
勁
撃
Ｖ
留
中

国ヽ
勁
撃
Ｉ
当

Ｙ
７
ｃ
Ｃ
町
７
コ
諷
以
η
７
平
膨

輌
Ｔ
絆
享
茅
コ
彪
田
軍

妥ヽ
⑦
験

じ
⑦
当
４
凶
⑦
ｌｌｒ
彰

ヨヽ
吾
ａ
Ｆ

コ
劇
⑦
亘
半
￥
⑦
力
￥
唯
￥
⑦
製

寺
単
＋
■
旦
〓
９
子
尋
↓
「
輌
碑

⑦
章
⑫
事
業
￥
⑦
コ
ヽ
ツ
ゝ
ツ

ｏ７
需
ゞ
曇
拳
⑦
叩
Ｖ
「
】
絆

ヽ
「
珊

ｏγ
ｃ
準
η
ユ
ｑ
当
日
６

Ｔ
”
￥
謙
日
早
⑦
日
化
ビ
６
カ
６

唯
翻

ヽヾ

γ
ｃ
Ｏ
ロ
ュ
η
コ
Ｇ
Ｔ

⑦
Ｐ
ゞ
滋
準
Ｉ
￥
⑦
割
７
嘗
マ
下

騨
ゞ
票
彰
￥
中
寺
箪
軍

ｏγ
■
率

呆
ユ
露
ゞ
蒋
輌
聖
‘
Ｔ
コ
Ｙ
⑦
縫

￥
「
聖
⑦
藁
稲
軍
⑦
絆
票
Ｔ

ｏ準

羊
６
留
以
０
副
そ
早
形

ａヽ
晰
認

７
ｒ
⑦
Ｔ
膨
，
７
輌
卑
》
野
ユ
ａ

Ｙ
筆
＞
キ
‘
Ｔ

Ｒヽ
熙
「
二
９
畔

コ
マ
卑
攣
９
９
⑦
）
軍
⑦
γ
コ
ｑ

Ｃ
ｒ
ゞ
藁
妙
⑦
よ
゛
騨
認
γ
繁
慟

撃
彰
ゞ
園
劇
票
量

当ヽ
⑦
イ
唯

。】
７
■
平
饉
ユ
□
鴨
９

ヾ
》
ユ
ｃ
γ
聟
コ
軍
量
⑦
配
ル
箪

軍

ｏ
ｕ
■
●
ユ
嘗
ｑ
聖
‘
率
留
利

７
ｒ
⑦
配
勁
撃
コ
ン
斡
Ｉ
￥

。９

９
２
，
コ
マ
ウ
羊
コ
宣
＞
Ｔ
コ
聖

９
ｑ
ゞ
ヾ
コ
藁
彰
軍
⑦
絆
享
干

》
纂
宰

。９
７
ｃ
王
コ
翠

・

睡
暫
尋
￥
γ
⑦
輩
藁
７
ｑ
＞
習
認

一

￥
暴

音ヽ
響
γ
マ
町
尋
鵡
⑦
聾
導

マ
絆
場
自
動
尋
聯
罫
ゞ
軍
コ
￥
碑

一

コ
７

ｕヽ
日
そ
絆
ヨ
⑦
翠
叩
Ｍ
ａ
一

軍
ｑ
輌
塁

よヽ
鼻
宣
妙
⑦
単
襲
Ｉ

一

卿
絆
晋
彰

軍
寧

６ヽ

箭

脅

番

軍
Ｆ

マヽ

尋

宰

Ｆ

９
寺
￥
多

９ヽ
ヾ
々

ギ
⑦
＞
多

９
ゞ
孝
ｃ

コ
響
珊
６

Ｔ
マ
ヽ
「

￥
碑

ラヽ

ミ

７

７

■
騨
国
尋

唯
Ｏ
ｑ
聖

厳
＞

ン
準

軍
量
尋
藁

彰
￥

ユヽ

コ

卦

そ

覇
タ
コ
￥

畔

ηヽ
睾

畔

輌ヽ
母

隣
‘
亘
「

γ
聯

ユヽ

〓

７

昇

尋

黎
単
♀

ｖ

＞
０
ユ
η
喜
ヨ
コ
幕
慟
尋
軍
ヨ
”

軍
⑦
丁
膨
ｕ
数
射
甲

ヨヽ
裂
昇
勁

γ
ｑ
割
暫
そ
淋
睡
⑦
ｒ
ユ
■
型

ｏ７
■
７
７
ミ
＞
ユ
■
４
繁
「

票
率
キ
華
翼
そ
聯
黛
妙
軍
量
＞
脅

彙
キ
ユ
音

輌ヽ
卑
７
罪
漱
，
Ｐ
マ

繁
「
か
摯
そ
望
型

ユヽ
■
Ｗ
ョ
尋

票
副
剰
塁
冒
⑦
園
⑦
別
「
￥
７
熙

剛
⑦
ビ
事

■ヽ
９
７
ｑ
申
ａ
颯
繁

尋
動
草
妙
露
賃
ユ
到
ゞ
藁
副

ユヽ

鼻
暴
⑦
昇
ヨ
■
劫
与
靭
⑦
ン

ヨヽ

７
ｃ
半
そ
曇
冒
η
副
当
９
彙
η

手
誹
同
そ
藁
働
⑦
Ｉ
イ
彰
γ
９
９

γ
コ

こヽ
￥
訴
⑦
回
早
￥
ｏ
日

一

＋
〓
ビ
γ
寺
γ
唯
詢

「ヽ
９
落
０７

♀
ユ
球
軍
孝
壁
習
旦
箭
ｃ
ｃ
ａ
率

軍
０
イ
コ
螂
要
「
Ψ
陪
遡
蟹
⑦
２

ユヽ
０
潔
そ
晰
ヨ
マ
導
半
ｕ
卑
輌

副
⑦
Ｙ
百

「ヽ
ゞ
７
９
留
ヽ
遡
奮

剰

「γ
♀
彰
γ
⑦
軍
晰
」
￥
） ｏ７
コ

Ｔ
■
申
董
撃
膨
コ
蟄
コ
碑
⑦
７
ユ

）
撃

しヽ
に
「
票
下
面
膨
９
コ
ウ

「
６
宰
●
し
某
そ
彰
草
妙
ユ
）
吾

認
嘗
樫
コ
影

一　

こヽ
⑦
７
η
喜
卦

認
鼻
奮
“
騨
単
η
当
彗
そ
ラ
鉾
゛

彙
⑦
梨
畢
彰
軍
「
聯
薫
⑦
ヨ
醐
摯

一
よ
票
草
⑦
絆
罰
艶
盤
率
軍
摯
副

￥
慟
鰍
⑦
国
当
ユ
ー
以
ｕ
験
日
■

ビ
ー
寺
γ
唯
γ

多ヽ
彩
〓
平
膨
⑦

里
宗
γ
η
諺
用
コ
劇
験
⑦
副
￥
＞

撃
「
験
Ｏ
⑦
当
ゞ
口

ｕヽ
形
「
》

絆
幸
田
軍
田
築

早ヽ
⑦
寺
筈
唯
￥

普
冨
＞
翼

「ヽ
彙
聯
￥
印
早
Ｉ

醇
　
移

草
判
軍
甲
尋

Ｉ
享
Ｔ

贈
￥
距
　
蜀
軍

「
半
コ
Ψ
７
彗
判
軍
妙
争
羊
Ｏ
旱
」

園
畢
卑
軍
遊
撃
Ｉ
￥
マ
革
判
軍



こ
れ
は
大
坂
在
の
鴨
野
村
文
殊

堂
で
の
出
来
事
、
後
で
こ
れ
を
知

つ
た
村
人
た
ち
は
大
騒
ぎ
と
な
っ

た
こ
と
で
し
よ
ンλ

　
「笑
い
話
の

よ
う
な
ほ
ん
と
う
の
話
」
で
あ
る
。

二
人
は
信
州
ま
で
の
遠
い
道
程
を

果
た
し
て
無
事
で
辿
り
付
く
事
が

出
来
る
で
あ
ろ
う
か
、
途
中
で
追

手
に
捕
ら
わ
れ
て
首
を
刻
ね
ら
れ

は
し
な
い
か
と
、
夜
が
明
け
て
夏

の
陽
差
し
の
暑
い
中
、
夜
を
徹
し

て
交
代
に
て
背
負

い
野
路
を
歩

き
、
峠
を
超
え
食
物
も
無
く
、
野

の
草
を
噛
み
谷
川
の
水
で
喉
を
潤

し
て
飢
え
を
凌
ぎ
て
漸
く
故
郷
の

信
州
生
萱
村
に
辿
り
着
い
た
と
い

う
。
二
人
を
出
迎
え
た
村
人
た
ち

に
事
の
次
第
を
語
り
早
速
村
の
阿

弥
陀
堂
に
仮
安
置
し
た
。
二
人
が

無
事
に
帰
つ
た
事
は
文
殊
菩
薩
様

の
御
加
護
の
賜
物
で
あ
る
と
村
人

達
は
喜
び
合

っ
た
と
い
う
。
年
を

経
て
寛
政
六
年
二
月
今
ま
で
の
阿

弥
陀
堂
が
永
年
に
渡
り
雨
風
に
さ

ら
さ
れ
て
破
損
が
激
し
く
、
そ
の

上
場
所
が
悪
い
為
に
参
詣
の
人
々

も
不
便
困
難
で
あ
り
、
堂
守
の
尼

僧
も
日
の
不
自
由
な
人
で
あ
り
不

都
合
な
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
為
村

方
年
寄
り
若
者
達
が
集
ま
り
て
新

た
に
文
殊
堂
の
建
立
に
つ
い
て
談

合
し
た
結
果
、
衆
議
決
し
建
立
す

る
こ
と
と
な
り
、
場
所
は
現
在
の

の
文
殊
が
丘
と
し
た
。
そ
し
て
大

工
棟
梁
は
宮
崎
組
在
住
の
直
右
衛

門
と
し
た
。

寛
政
七
年
正
月
、
村
人
達
は
厳

し
い
寒
さ
の
中
に
も
拘
ら
ず
地
固

め
造
成
、
又
は
、
材
木
集
め
と
奔

走
し
、
ま
た
、
近
隣
の
老
若
男
女

の
信
者
が
惜
し
み
な
く
労
の
奉
仕

を
重
ね
、　
一
年
余
り
で
寛
政
八
年

に
堂
は
完
成
し
文
殊
菩
薩
様
を
安

置
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
采
配
を

振
る

つ
た
大
工
棟
梁
直
右
衛
門

は
、
生
ま
れ
は
越
後
の
国
、
蒲
原

郡
舟
戸
村
（現
在
の
新
潟
市
巻
町
）

で
あ
る
と
古
文
書
に
記
し
て
あ

る
。
今
と
違
い
当
時
は
簡
単
に
住

居
を
変
え
る
事
が
出
来
ず
、
奉
行

所
の
許
し
が
必
要
で
あ
り
直
右
衛

門
も
二
通
の
書
付
を
携
え
て
当
地

に
参
り
ま
し
た
。　
一
通
は
寺
送
り

証
文
で
寺
か
ら
寺

へ
の
依
頼
状
、

一
通
は

一
家
送
り
状
で
奉
行
所
か

ら
松
代
藩

へ
の
書
状
、　
一
通
は
兄

か
ら
寺
及
び
村
人
へ
の
依
頼
状
で

あ
り
ま
す
。
天
明
二
年
直
右
衛
門

は
こ
の
書
状
と
大
工
道
具
と
身
の

ま
わ
り
の
物
を
背
に
越
後
の
舟
戸

村
を
家
族
に
見
送
ら
れ
名
残
を
惜

し
み
出
立
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

生
萱
観
音
寺
で
月
諄
和
尚
と
村
民

に
迎
え
ら
れ
、
何
が
し
か
の
仕
事

を
求
め
働
い
た
。
村

人
の
中
立
で
村
の
娘

と
所
帯
を
持
ち
、
「多

吉
」
と
い
う
男
子
も

大
工
と
な
る
。
直
右

衛
門
は
文
政
四
年
に

こ
の
世
を
去

っ
た

が
、
法
名
は
誰
全
直

玄
禅
定
門
と
墓
に
刻

ま
れ
、
夫
婦
子
供
達

の
墓

は
今
も
現
存

し
、
高
野
氏
が
守
り

居
る
。
約
百
四
十
年

間
、
風
説
に
耐
え
た

直
右
衛
門
手
が
け
た

文
殊
堂
は
昭
和
九
年

の
台
風
に
よ
り
倒
壊

し
て
し
ま
っ
た
。
当

時
の
面
影
を
偲
ぶ
も

の
は
堂
守
の
尼
僧
の

墓
が
、
現
在
の
堂
の

南
側
に
ひ
つ
そ
り
と

建

っ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
大
正
直
右
衛

門
の
功
績
と
、
奉
仕

し
た
尼
僧
を
後
世
に

伝
承
し
、
文
殊
堂
の

ご
加
護
に
よ
り
村
里

の
平
穏
を
念
願
す

ＺＯ
。
合
掌

文殊堂に安置されている三体の仏像

不動明王立像文殊菩薩坐像阿弥陀如来立像



完
成
間
近

の
東
小
学
校

東
小
学
校
改
築
委
員
長
　
島
田
武
久

昨
年
４
月
１７
日
に
新
校
舎
建
設
の

一
に
夜
を
徹
し
て
の
作
業
を
時
折
見

安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
、
３
つ
一
ま
し
た
。
ま
た
登
下
校
中
の
児
童

に
分
割
発
注
さ
れ
た
工
区
に
大
勢

・
の
安
全
確
保
の
為
、
早
朝
と
か
休

の
工
事
関
係
者
や
大
型
建
設
機
械
　
日
に
工
事
用
大
型
車
の
出
入
り
を

が

一
斉
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ

す
る
等
心
温
ま
る
配
慮
を
し
て
頂

れ
か
ら
１
年
と
２
カ
月
が
過
ぎ
ま

一
き
何
の
事
故
も
無
く
進
行
し
ま
し

し
た
。
そ
の
間
、
計
画
ど
お
り
順

一
た
。
現
在
内
装
工
事
の
仕
上
げ
の

調
に
工
事
が
進
み
、
６
月
に
入
り

真

っ
最
中
で
計
画
で
は
７
月
の
夏

校
舎
を
覆
つ
て
い
た
ブ
ル
ー
シ
ー
　
休
み
に
は
新
校
舎
に
引
つ
越
す
予

卜
が
す

っ
か
り
取
り
除
か
れ
、
美

定
で
す
。　
一
部
外
構
工
事
は
１０
月

し
く
立
派
な
建
物
の
全
貌
を
見
る

一
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
が
、
仮

事
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
　

校
舎
と
旧
体
育
館
の
解
体
は
引
越

今
冬
は
殊
の
外
厳
し
い
寒
さ
が
続
　
し
の
後
に
開
始
さ
れ
、
１０
月
２６
日

き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
工
事
関
係
　
に
は
記
念
音
楽
会
と
竣
工
式
を
行

者
に
は
計
画
ど
お
り
進
行
す
る
為
　
い
、
第

一
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

・ら
れ
た
松
林
獣
医
さ
ん
よ
り
多
額

の
御
寄
附
と
倉
科
ご
出
身
の
倉
島

重
友
画
伯
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た

絵
画

「帰
路
」
の
ご
披
露
を
さ
せ

て
頂
く
事
と
な

つ
て
お
り
ま
す
。

新
校
舎
は
太
陽
光
発
電
、
断
熱
サ

ッ
シ
、
木
材
の
多
用
等
省

エ
ネ
や

中
庭
に
芝
生
や
樹
木
な
ど
環
境

ヘ

の
配
慮
、
ま
た
、
水
害
対
策
等
安

全
安
心
に
は
充
分
考
慮
し
、
地
域

社
会
解
放
型
で
体
育
館
、
特
別
教

室
、
会
議
室
等
は
地
域
の
皆
様
に

も
利
用
し
易
い
設
計
と
な

つ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
以

上
進
行
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
予
定

の
ご
報
告
と
し
ま
す
。

・T亀
.

屋内運動場

｀
■ ■

特別教室棟

降口管理棟



生
萱
区
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

研
修
会

７
月
６
日
、
生
萱
公
民
館
に
お

い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講
師
に
長
野
地
方
事
務
所
農
政

課
農
林
振
興
係
の
中
塚
係
長
と
市

役
所
農
林
課
農
業
振
興
係
の
寺
澤

主
査
の
お
二
人
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。会
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、　
ハ
ク
ビ

シ
ン
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
生
態
、
駆

除
の
方
法
、
防
護
柵
の
種
類
、
設

置
保
方
法
を
プ

ロ
ジ

エ
ク
タ
ー
を

使

っ
て
分
か
り
易
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ｃ

生
萱
区
鳥
獣
対
策
協
議
会
役
員

会
長
　
島
田
保
彦

（農
業
委
員
。代
理
区
長
）

副
会
長
会
計
　
相
澤
正
秀
（区
長
）

理
事

　

（各
組
長
）
　
　
　
５
名

委
員

　

（区
協
議
委
員
）
　

Ｈ
名

顧
問

　

（歴
代
区
長
）
　

　

１０
名

監
事

　

（前
組
長
）
　
　
　
１
名

オ
ブ
ザ
ー
バ

（市
職
員
）
　

５
名

国

へ
の
交
付
金
の
申
請
は
千
曲

｝

市
が
行
い
、
市
は
業

者
選
定
、
入
札
の
う

え
、
地
元
に
原
材
料

支
給
を
行
い
ま
す
ｃ

設
置
及
び
維
持
管
理

は
地
元
住
民
が
行
う

こ
と
が
交
付
金
の
交

付
条
件
と
な

っ
て
い

ま
す
（）

有害獣防護|■設置までの大まかな流ね

ルートの概略設計
防除褐の種類等のう

=定市へ計画書の提出

t市 |テ 革佛 :1長

こ
以後、維持管理

毎::|
|     : 1・

■羊

地元有害鳥獣対策協強会の設置

(1■量 ■|'〕 千1言の■,L―
~与

被害状況調査
:Lヨ 11ヽし′やアンケート_■ |

it t伝 十
=卜
■ ,Fダ′

こ

現地調査によリルート決定
地権者から同意書を得る

41●  土
=■
■1■ から

'有
■をうた |′ 、■iの「

言
=1旱
4

こ

資材の入札、市 |

こ

協議会による設置作業



企
業
協
力
金

の
御
礼

生
萱
区
内
に
事
業
所
を
置
い
て

活
動
さ
れ
て
い
る
次
の
企
業
の
皆

様
か
ら
今
年
も
企
業
協
力
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（有
）
島
田
工
務
店
　
様

島
田
板
金
工
業

（株
）

様

更
埴

シ
ャ
ー
リ
ン
グ

（株
）
様

一

（有
）
測
地
　
様
　
　
　
　
　
　
．

（有
）
近
藤
瓦
工
業
　
様

久
保
産
業

（有
）

様

（有
）
久
保
電
機
　
様

（有
）
相
澤
表
具
店
　
様

ウ
ル
マ
板
金
　
様

佐
久
間
園
芸
　
様
　
　
　
　
　
　
一

（株
）
中
島
精
工
　
様

高
橋
モ
ー
タ
ー
ス
　
楳

生
萱

に
小
型
ポ

ン
プ

配
備

５
月
２３
日
　
市
危
機
管
理
防
災

一

課
よ
り
市
内
３
分
団
に
更
新
配
置

一

し
た
小
型
ポ
ン
プ
４
台
の
う
ち
１

台
が
生
萱
の
防
災
器
具
庫
に
設
置

一

さ
れ
ま
し
た
。
生
萱
班
の
団
員
が

維
持
管
理
を
行
い
ま
す
が
、
改
良

が
加
え
ら
れ
た
新
式
多
機
能
機
で

値
段
は

一
台
で
１
３
０
万
円
ほ

一

ど
。
配
置
式
で
亘
消
防
団
長
は
団

員
に
対
し
て
、

「ま
ず
、
こ
の
最

新
の
ポ
ン
プ
を
地
域
に
宣
伝
し
て

ほ
し
い
。
次
に
、
誰
で
も
操
作
で

き
、
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

一

よ
う
に
練
習
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

火
を
出
さ
な
い
予
防
消
防
の
た
め

の
機
械
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
予
防

一

消
防
に
務
め
て
ほ
し
い
」
と
３
つ

の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
い

・

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
区
民
に

一
も
使
用
方
法
の
習
得
が
必
要
で

す
。

平成 25年度 区役員及び各種団体役員
今年一年ご協力をよろしくお願いします。

相澤 正秀   縣神社氏子総代主任 島田 武久

島田 保彦   神楽保存会会長   島田 袈裟二

久保 岩水  彙尾象響皇[指導員 冒言 曇久
野澤 孝幸  沢山川排水機場設置期成同盟会副会

本生萱組長  宮島 繁美   長 西村 弘一

石原組長   越 昇 農業委員      島田 保彦
柏原 稔生萱分館長

宮崎副組長  久保袈裟善
            島田 徳一育成会会長

宮崎 1東 (協)久保 敬治   防犯雨宮支会副会長 島田 正敏
中島 信行宮崎 1南 (協)ガ 林ヽ弘二   安協雨宮分会長

屋代沖ほ場支部長  島田 信吉宮崎 1西 (協)久保今朝幸
相澤 美恵民生児童委員宮崎 1北 (協)長幅 隆浩

宮崎 2(協) 相澤 卓
民生児童委員    高野 敬道
PTA東小支部長  野澤 信一

大門 3(協) 久保 義明 PTA屋代中代議員 久保 昌一
大門4(協)飯 島 一徳   第 2分団副団長   相澤 俊治

区長

代理区長

宮崎組長

大門組長

本生萱6(協)島田 安晴

本生萱5(協)島田 寛

石原 7(協) 細井 行一

石原 8(協) 藤倉 重正

第 2分団生萱班班長 相澤 剛士
自衛消防団団長   近藤 文章
日赤奉仕団団長   久保 裕美子
社協雨宮副支部長  鴇沢 忠夫
招魂社総代     官島 俊彦

ヽ
　

編
集
後
記

一　
区
報

「生
萱
」
第
七
号
を
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一　
長
老
で
博
識
な
高
野
弘
太
郎
さ

．ん
に

「文
殊
堂
と
大
工
棟
梁
直
右

衛
門
」
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
四
号
の

「高
野
銅
像
」
に

続
い
て
三
度
目
に
な
り
ま
す
。

雨
宮
在
住
で
大
変
郷
土
史
に
造

一が
解
体
さ
れ
た
東
小
学
校
が
完
成

詣
の
深
い
戸
塚
篤
さ
ん
に

「生
萱

一し
ま
し
た
。

と
森
将
軍
塚
」
を
寄
稿
し
て
い
た

．

こ
の
間
、
東
小
学
校
改
築
委
員

だ
き
ま
し
た
。
日
の
前
に
あ
り
大

・長
と
し
て
ご
苦
労
さ
れ
た
島
田
武

変
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
り
な
が

久
さ
ん
に
も
お
願
い
し
、
そ
れ
ぞ

ら
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大
変

れ
皆
様
快
く
寄
稿
い
た
だ
き
あ
り

興
味
の
あ
る
記
事
を
寄
せ
て
い
た

一が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心
よ

だ
き
ま
し
た
。
平
成
２‐
年
に
改
築

・り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
が
始
ま
り
２３
年
１０
月
に
校
舎


